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１．研究計画の概要 
 本研究の目的は、ヒトと同じ霊長類に属
するカニクイザルを用いて、テーラーメー
ド ES 細胞を樹立しそれを用いた細胞移植
医療モデルシステムの構築によって細胞移
植医療の有効性、安全性を正確に評価、検
証することにあり、これはまた ES 細胞を
用いる再生医療が実現可能なものとなるこ
とが出来るか否かをも決定づける極めて重
要な位置にある。即ち、これからの老齢化
社会において深刻な問題となるヒトの細胞
移植医療、再生医療の有効性および安全性
を事前に詳細に検証することにもつながる。
しかしながら、世界で初めて報告された韓
国のヒトのテーラーメードＥＳ細胞樹立の
報告が捏造であったことが判明し、体細胞
核移植技術の難しさが改めて指摘されたこ
とから、本研究も慎重に検討を進めている。 
２．研究の進捗状況 
 カニクイザル卵巣刺激法により成熟未受
精卵子を採取したのち、除核と体細胞核移植
法の確立を行い、体細胞クローン胚の作製に
成功しさらにＥＳ細胞樹立に至った。しかし
ながら、未分化状態での継代培養中にコロー
ニーの消失が見られた。クローン胚作製向上
を目指して核移植後に除核する独自の方法
を考案した結果従来法に比べて４〜６倍も
の効率で体細胞クローン胚を作製すること
には成功したが、ＥＳ細胞樹立には至らなか
った。 
３．現在までの達成度 
 ②おおむ順調に進展している。 
 （理由） 
 体細胞核移植法として、核移植後に除核す
る独自の方法によって、従来法の４〜６倍の
効率で体細胞クローン胚を作製することに

成功した。さらに、そこからＥＳ細胞を１株
の樹立することに成功したが、途中消滅した。
少なくとも、卵巣刺激によって成熟未受精卵
子の獲得、除核、核移植、その後の再構築胚
の発生にいたる方法は確立できたものと考
えられ、８０％の達成状況にあると判断する。 
４．今後の研究の推進方策 
 体細胞核移植クローン胚からの ES 細胞樹
立が極めて困難な状況にあることから、その
原因を検討するため、今後体細胞移植再構築
胚の発生状況を、染色体の分裂を目視でき
る方法で観察することにより、今までの方
法で作製する体細胞クローン胚を形態発生
学的に評価を試みる。一方、顕微受精胚から
の割球からの ES 細胞樹立と産子獲得による
同一遺伝子を持つ移植実験モデル系の作製、
さらに拒絶反応の生じない iPS細胞の樹立に
ついても検討し、体細胞核移植胚との比較検
討を行う。 
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